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質問１

質問３ 質問２

                                          

 

９
月
議
会
は
３
日
に
開
会
し
、

27
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
市
か
ら
の
報
告
が

10
件
、

一
般
会
計
・
国
保
特
別
会
計
決

算
認
定
、
条
例
制
定
な
ど
の
議

案
提
案
が

35
件
、
議
会
の
意
見

書
提
出
が
２
件
で
し
た
。 

      

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
か
ら

68
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
戦

争
で
２
０
０
０
万
人
を
超
す
ア

ジ
ア
の
人
々
と
３
１
０
万
人
以

上
の
日
本
国
民
が
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。 

 

い
ま
の
政
府
の
な
か
に
核
兵

器
使
用
を
認
め
る
発
言
や
、
憲

法
９
条
を
変
え
て
戦
争
が
で
き

る
国
に
す
る
動
き
が
あ
る
な
か

で
、
あ
ら
た
め
て
、
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
が

増
し
て
い
ま
す
。
歴
史
を
精
確

に
学
ぶ
こ
と
が
、
過
去
の
過
ち

を
繰
り
返
さ
な
い
最
良
の
道
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

本
市
は
「
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を｢

平

和
大
使
」
と
し
て
広
島
・
長
崎

に
派
遣
す
る
事
業
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
と
問
い
ま
し
た
。 

         

 

一
般
質
問
は

10
～

11
日
に

お
こ
な
わ
れ
、
10
人
の
議
員
が

市
政
全
般
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
問
い
ま
し
た
。 

 

山
形
議
員
は
今
回
も
市
民
の

方
々
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
を
も

と
に
、
①
戦
争
を
風
化
さ
せ
な 

     【
答
弁
】
平
和
推
進
の
た
め
の
パ

ネ
ル
展
や
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
平
和
大

使
の
派
遣
は
考
え
て
い
な
い
。 

 
山
形
議
員
は
、「
水
戸
市
で
は

平
和
大
使
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち

12
名
を
広
島
に
派
遣
し
職

員
２
名
も
同
行
し
て
い
る
。
予

算
は
１
１
７
万
円
。
本
市
で
も

ぜ
ひ
実
施
し
て
ほ
し
い
。
」
と
再

度
求
め
ま
し
た
。 

-------------------------------- 

「
艦
砲
射
撃
」
語
り
継
ぐ 

平
和
事
業
の
実
施
を 
-------------------------------- 

 

旧
勝
田
町
は
、
昭
和

20
年
７

月

17
日
の
深
夜
、
ア
メ
リ
カ
軍

の
艦
砲
射
撃
を
受
け
ま
し
た
。

わ
ず
か

10
分
間
に
砲
弾
３
６
８

発
が
町
に
撃
ち
込
ま
れ
、
１
１

０
人
余
り
の
住
民
が
亡
く
な
り 

         

い
行
政
の
取
り
組
み
、
②
生
活

困
窮
者
へ
の
支
援
の
強
化
、
③

原
発
事
故
か
ら
市
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
、

質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

       

ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
痛
ま
し
い
戦
災
の

記
憶
は

68
年
の
経
過
で
次
第

に
風
化
し
つ
つ
あ
り
、
体
験
者

も
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。「
艦
砲

射
撃
」
の
犠
牲
者
を
悼
む
と
同

時
に
、
語
り
継
ぐ
平
和
事
業
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
と
質
問
し

ま
し
た
。 

【
答
弁
】
小
・
中
学
校
の
社
会
科

の
授
業
で
詳
し
く
学
習
し
て
い

る
。 

 
行
政
の
基
本
は
、
市
民
の
暮

ら
し
を
ど
う
守
る
か
、
安
心
・

安
全
な
日
常
を
ど
う
確
保
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
戦
争
が

お
こ
れ
ば
こ
う
し
た
日
常
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
か

ら
、
行
政
と
し
て
も
っ
と
積
極

的
に
平
和
事
業
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
市 ↗

 

         

↗ 

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
平
和

事
業
」
を
掲
載
す
る
こ
と
や
、 

      

生
活
保
護
の
扶
助
費
が
今
年

８
月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
政
府
は
物
価
が
下
が
っ
た

こ
と
を
理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、

低
所
得
者
に
は
無
縁
の
も
の
ば

か
り
で
食
品
や
光
熱
費
は
上
が

っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
は

ま
す
ま
す
生
活
を
苦
し
く
し
ま

す
。
本
市
で
は
ど
う
い
う
影
響

が
あ
る
か
質
問
し
ま
し
た
。 

【
答
弁
】
８
月
１
日
現
在
の
保
護

世
帯
７
３
３
世
帯
の
う
ち
５
９

１
世
帯
が
影
響
を
受
け
た
。
40

代
の
夫
婦
と

10
代
の
子
ど
も
２

人
の
家
族
の
場
合
、
月
額
５
６

７
０
円
の
減
額
と
な
っ
た
。 

      

東
海
第
二
原
発
が
過
酷
事
故

を
起
こ
し
た
場
合
、
県
は

30
キ

ロ
圏
内
の
住
民
避
難
に
つ
い
て
、

36
パ
タ
ー
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
本

市
の
約

16
万
市
民
が
避
難
で

き
る
時
間
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

【
答
弁
】
30
キ
ロ
圏
内
の

98
万

人
が
一
斉
に
避
難
す
れ
ば
、
本

市
の
場
合

58
時
間
を
要
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。 

 

道
路
の
陥
没
、
信
号
機
故
障

等
が
発
生
す
れ
ば
避
難
時
間
は

大
幅
に
伸
び
る
。 

予
算
・
決
算
書
の
な
か
に
平
和

事
業
と
い
う
項
目
を
つ
く
る
こ 

      

生
活
保
護
者
が
生
ま
れ
る
大

き
な
要
因
は
、
年
収
１
５
０
万

円
に
も
な
ら
な
い
働
く
貧
困
層

が
増
え
て
い
る
こ
と
。
つ
ま
り

日
本
の
最
低
賃
金
が
低
す
ぎ
る

こ
と
で
す
。
最
低
賃
金
を
確
保

す
る
こ
と
は
政
府
の
責
任
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
年
引

き
上
げ
た
の
は
全
国
目
安
で

14

円
だ
け
で
し
た
。 

 

５
月

16
日
の
厚
労
省
通
達

で
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
就

労
支
援
の
強
化
が
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。
就
労
指
導
の
も
と
に

就
労
の
強
制
が
な
い
か
問
い
ま

し
た
。 

      

東
海
第
二
原
発
の
燃
料
プ
ー

ル
に
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
な

ど
が
２
０
１
４
体
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
燃
料
プ
ー
ル
は

原
子
炉
の
よ
う
な
多
重
防
護
の

安
全
対
策
が
取
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
過
酷
事
故
が
起
き
た
場

合
に
備
え
た
住
民
避
難
計
画
は
、

早
急
に
必
要
で
す
。 

【
答
弁
】
実
行
性
の
あ
る
避
難
計

画
の
策
定
が
必
要
だ
。
県
は

30

キ
ロ
圏
内
の
市
町
村
を
対
象
と

し
て
統
一
し
た
考
え
の
も
と
、

広
域
避
難
計
画
を
策
定
す
る
も 

と
を
要
望
し
ま
す
。 

------------------------ 

     【
答
弁
】
今
回
の
就
労
支
援
の
考 

                    

の
と
考
え
て
い
る
。
県
計
画
を

基
に
市
の
具
体
的
な
避
難
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。 

 

福
島
原
発
で
高
濃
度
の
放
射

能
汚
染
水
を
保
管
し
て
い
る
タ
ン

ク
か
ら
３
０
０
㌧
が
漏
れ
出
し
、

そ
の
周
辺
か
ら
最
大
１
時
間
当
た

り
１
８
０
０
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
の
放

射
線
量
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
値
は
４
時
間
浴
び
続
け
れ
ば

死
亡
す
る
線
量
で
す
。
さ
ら
に
１

日
あ
た
り
３
０
０
㌧
の
汚
染
さ
れ

た
地
下
水
が
海
に
流
出
し
て
い
る

と
の
試
算
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま ↗ 

え
方
は
、
早
期
の
支
援
に
よ
り

自
立
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
本
市
で
は
強
制
で
は
な

く
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
、
適
性
や
状
況
に
応
じ
た
支

援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。 

                 

------------------------ 

↗ 

し
た
（
政
府
の
原
子
力
災
害

対
策
本
部
）
。
福
島
原
発
で
は
こ

う
し
た
新
た
な
重
大
事
象
が
次
々

と
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

同
じ
よ
う
な
事
故
が
東
海
原
発

で
お
こ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
市
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
国
や

原
電
に
対
し
「
東
海
第
二
原
発
の

再
稼
働
を
し
な
い
こ
と
、
廃
炉
計

画
を
た
て
る
」
よ
う
求
め
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
ひ
た
ち
な
か
市
民
を
は

じ
め
原
発
立
地
エ
リ
ア
に
生
活
す

る
住
民
の
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い

限
り
、
再
稼
働
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

＜達絡先＞ 
ひたちなか市高野 536-5 
電話：029-285-3774（自宅） 
携帯：090-2528-6163 

 yamagatayumiko＠ybb.ne.jp

戦
争
を
風
化
さ
せ
な
い 

行
政
の
取
り
組
み
強
化
を 

 

ひ
た
ち
な
か
市
は
、
平
成
八
年
に
、
日
本
国
憲
法
の
恒
久
平
和
の
理
念
に
基
づ
き
、
核
兵
器
の
廃
絶
を

願
っ
て
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」を
宣
言
し
ま
し
た
。 

原
発
事
故
か
ら 

市
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る 

生
活
困
窮
者
へ
の 

 
 
 
 
 
 

支
援
強
化
を 
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― ２０１２年（平成２４年）度決算について ― 

 平成２４年度も健康保険税調定額の約３割が未納という結果でし
た。国保加入の２１，９７５世帯のうち４６．１％が低所得であり減
免を受けています。１世帯当たりの国保税の平均は１４３，３８１
円となっており、国庫支出金の大幅な増額を強く求めるべきです。 
 また市は、滞納している２１２世帯に「短期保険証」、医療費を
窓口で全額支払う「資格証明書」を１２９世帯に発行しました。資
格証明書の発行はすべきではありません。実態をよく調査し対応す
ることを求めます。 

 平成２４年度は保険料の値上げで、市全体で約１億７，０００万
円の高齢者の負担増となりました。高齢化がすすみ医療費給付が増
加すれば、自動的に保険料も値上げされる仕組みになっていること
から、ますます高齢者の不安が高まります。７５歳以上を別枠にし
て、高齢者の医療費を削減しようとする差別的な制度は、一刻も早
く廃止すべきと国に求めるべきです。 
 保険料を滞納して短期保険証の発行をうけた後期高齢者は５１人
です。保険料の徴収、保険証の発行は市町村の仕事となっており、
短期保険証は市の判断で発行すべきではありません。 

 福祉用具購入費用と住宅改修費用の支払い方法に、受領委任
払いも導入され、利用しやすくなりました。平成２４年度から
第５期介護保険事業計画がスタートし、保険料が基準月額で９
００円値上げされ、４，５５０円となりました。保険料収入も
４億１，２９３万円増加、その分高齢者の負担増を招いたとい
うことになります。値上げはすべきではありません。現年度分
の保険料滞納者は８１８人となっています。 
 また、国の介護報酬
時間区分の見直しで、
例えば６０分の生活援
助を受けていた人が、
４５分に減らされたと
いうサービス低下も生
まれています。 
 お金の心配をせず
に、誰もが必要なサー
ビスが受けられるよう
な市独自の支援策と、
国に対し国庫負担金を
増やすよう求めます。 

 一 般 会 計 決 算  
★平成２４年度は市民税において１６歳未満の年少扶養控除が廃止
され、約２４，０００人が４億４千万円の負担増となりました。
また滞納世帯の差し押さえが年々増加し、平成２４年度は６６２
件となりました。茨城租税債権管理機構への移管件数も前年より
増えて７０件となっています。滞納を未然に防ぐ対策を講じ、強
権的な取り立てはやめるよう求めます。 
★震災による一部損壊住宅に市独自の支援は実施されず、福島第一
原発事故による影響を心配し、市民の要望が強かった「子どもた
ちの健康診査」は実施されませんでした。 
最終処分場周辺住宅の定期的な井戸水検査、原発にかわる住宅
用太陽光発電設置への補助制度も実施されませんでした。学校給
食米飯給食の拡大、学校介助員配置の拡大も実現には至っており
ません。 

★平成２４年度決算では財政調整基金などに約２８億６，０５７万
円積立をして、さらに実質収支額は２６億３，４９９万円で、近
年になく非常に大きな予算を使い残しました。復興交付金の預か
り金も含まれているとはいえ、この残金の一部を使うだけで、先
ほど挙げた要望は実施できたはずです。どこを向いて予算執行に

あたっているのか理解に苦しむところです。 
★準要保護児童の扶助費は、小学校で前年より２２０万円予算が減
らされているにも関わらず、１９１万円の不用額が出ています。
利用者が６４人も減少し、利用率も低下していることから、利用
しやすい方法、また相談にしっかり対応できる学校側の体制づく
りも必要です。 
★御前山ダム建設の那珂川沿岸地区国営土地改良事業は、２，８７
２万円の歳出となりました。今後の本市の負担は８億３，０００
万円となります。ムダな水源開発は中止し、個別所得補償など農
業者への直接支援の拡充こそ必要です。 
★茨城港常陸那珂港区建設は２億１３１万円でした。今後この建設
がすすめば約１１０億円の新たな税金投入が必要になります。阿
字ヶ浦海岸の環境悪化も深刻であり、国・県にこれ以上の常陸那
珂港建設は中止をせよと、求めるべきです。 
★産業集積促進奨励金は、５社１０件に固定資産税相当額１億７，
６３１万円支払われました。税金の値上げなどで苦しんでいる市
民が多くいるなかで、進出企業にだけ税金のおまけをすることは
許されません。 

 平成２４年度は、住民税の値上げ、後期高齢者
医療保険料の値上げ、介護保険料の値上げ、さら
には年金の引き下げなどで市民の暮らしに明るさ
は見当たらず、市民のいのちと暮らしを守るとい
う地方公共団体の役割をいっそう発揮しなければ
ならない年度でした。山形議員は、平成２４年度
の決算認定について一般会計、国民健康保険事業
特別会計、後期高齢者医療事業特別会計、介護保
険事業特別会計の４件について、反対の立場から
討論をおこないました。 

後期高齢者医療事業特別会計決算

国民健康保険事業特別会計決算 介護保険事業特別会計決算 


